
 あきる野市心身障害者（児）通所訓練施設条例に規定する「ひばり訓練所」について

は、あきる野市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第２条第１項第２

号の規定に基づき、引き続きあきる野市社会福祉協議会に管理を行わせる。 
 
理由 

「ひばり訓練所」は、心身障害者（児）の生活適応訓練等を行っており、活動内容

は、調理実習、体操教室、音楽教室及び陶芸教室などの社会化適応事業と生活訓練及

び歩行訓練などの作業・訓練事業を実施している。 
  市では、通所訓練施設として条例を設置し、平成９年から管理運営をあきる野市社

会福祉協議会に委託し、また、平成１８年度からは指定管理者として指定し、現在に

至っている。この間、利用者も施設での生活に慣れ、職員も各利用者の特性を理解し、

相互の信頼関係は強固なものとなり、保護者からも安心して通わせられると評価され

ている。 
  あきる野市社会福祉協議会は、あきる野市における社会福祉事業その他の社会福祉

を目的とする事業の健全な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉

の推進を図ることを目的とする民間の非営利団体である。 
経営の原則は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的

かつ適正に行うため、自主的に経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サ

ービスの質の向上及び事業経営の透明性の確保を図るとしており、地域の障害者福祉

の活動拠点として「ひばり訓練所」をあきる野市社会福祉協議会が運営管理すること

は、地域福祉施策の展開と施設管理が一体的に推進されるものである。 
  平成１８年４月から障害者自立支援法が施行され、地域社会への自立のための通所

訓練施設等の需用は益々高まってきており、社会福祉法に基づき、地域福祉を推進す

ることを目的に設置された社会福祉協議会が引き続き管理していくことが最も望まし

いものであり、それにより、円滑な運営と事業効果が相当程度期待できるものである。 


